創世記22章　2012/10/30
Reporter:ハ

テーマ

　神に選ばれしアブラハム、独り子を屠る　〜秋の生贄フェスティバル〜
ハの読後感想文
1 「神はアブラハムを試した」うわぁ…試すようなことする人（神）って…
3 アブラハム行動はえー
5 アブラハムはなぜ「礼拝をしてただ戻ってくるダケヨ」と嘘をついたのか？
8 アブラハムは確信があって「主が備えてくれる」と言ったのか？それとも適当？
9 イサクは縛られている途中で抵抗しなかったのか？ 
13 「目を凝らす」

14 命名権って当時は乱用できたのかしら？
16-18 試したわりには、またすぐに成就しなさそうな約束を…
レポーターによる解説
(22:2) モリヤってどこよ

→イエスが亡くなったエルサレムのゴルゴダという説があるが、はっきりとはしない

(22:9) イサクは当時30歳ごろと推定される。オッサンやん

(22:19) ベェル・シェバってどこよ

(22:20-24) 別添資料#1
→創世記21:22-34を参照
レポーター調べ

【解説】ヘブル11:18-19
パウロ

寮生

瀧　死者はよみがえる

五　モリヤの地に3日間。遠くね？→思い悩めー！！

S　神様の対応。今までの願いの叶え方のパターン。

→よう信じたな。神はあてにならない。

ツ　二人の若者をなぜ一緒に連れて行った？

S わざわざ若者を連れて行ったのはなぜ？

息子を生贄にするというのは、ここらへんの地域の風習らしい。

カインとアベル？

全部神様からもらったもの。

というのが生贄の考え方。

→全部神様に取られて当然。

→だけど、最初のものだけ代表としてあげる。

焼きつくす捧げ物→「すべて神様のものだ」と考えて、すべて焼きつくす。

普通は焼き尽くさない。

油を焼く、赤身は家族で食べる

罪の代償、というのはその次に出てくる。
カインとアベル。

もらったものをケチったのでは？

イサク。100%神様からもらったもの。

神様がとるのは自由。いつだって取り上げても構わない。

Why？

サラがイシュマエルを追い出したことへの異種返し。

文句は言えないが納得はいかない。

・アブラハムが信じていたのは、復活？

· イエスは復活を信じて十字架にかかったの？

· 死なないで良いのに、なぜ復活？

· 人は死にません or 人は死ぬけど蘇る、は違う。

葬式で「この人は実は死んでいません」は慰めか？

→葬式的には失敗。死を受け入れられなくなる。死を受容する。昇華する。

旧約聖書に復活は出てこない。

死んだけども神様がここにいらっしゃった。

イエスもそう。一度絶望して死んだ。徹底的に死んだ。

死んだけれども蘇った。視認さえも蘇らせてくれること。

最近は天国はあまり信じられない。

立派に死んだ、死に方というだけで葬式は成り立つ。

その先に復活を置く。

もう駄目なんだ…という人への慰めにもなる。

天国があるから大丈夫、は相当おめでたい。

本当に苦しんでいる時には言えない。

一緒に悲しんでくれるという方が慰めになる。

どうしてイサクは助かったか？

神がそこで声をかけたから。

例）広島の話。

広島の生き残りは生きたと思っておらず、死を味わっている。

「死んだ」という

ヘブル11:

ゼミテンが死にかけた。

死人から子が生まれた

何を持って人が死ぬのか。

→人に忘れられた時？（byワンピ

→全身麻酔は怖い。寝るとは違う。

なんでイサクは生きていたか。

死んだから生きていた。死ぬ気になったから、生きた。

· キリスト最後の誘惑→夢だった

· 肉は苦しんでも、例は苦しんでいない→仮に死んだだけだ。と言い出した異端

· 半分人で半分神では駄目。完全に人であり、完全に神である。完全に苦しんで死んでくれないと、救いにならない。

· 僕らは聖書にスーパーマンの話は求めていない。

諦めの局地。任せる、という局地。

息子が自殺した、母。→why
・型です。

→例えです。イエスと年齢を重ねている？

イサクのできごとがイエスの型。

イエスのために→イサクを出した。

息子が死ぬことに合理的な説明はいらない。

→不合理だから。

死は基本的に全て不合理。

だから悲しい。

→不死とか天国とか…
レポーター‘s pick up
1 アブラハムは一番の希望を捨てる決心をした…

→寮の一番の「希望」は何だろう
S：寮生
ツ：寮躯体

2 レポーターの一番の「希望」は学歴かなあ。

T：余命宣告→あと

五：考える力→ボケたら絶望？

人がどうあるべきに希望をもてるか？

→可能性0%で希望はもてない。

→可能性1%では？

→人が一番可能性を感じられるのは、前例があるか否か。

→経済学部らしい発想？

→自分があと何十年かは生きられる。これが可能性、希望。

寝ても覚めても、時間があるから。

イサクが居なかったら、

「アブラハム、神は絶対である」

「資本主義」

ツ「何も信じていない」

絶対的に委ねるものはない。自分の都合を信じる。

自分の欲求

瀧「前例の無いところに希望を信じられない」

瀧「俺自身。俺は俺を信じている」

瀧「俺を一番裏切っているのも俺」

瀧「俺の最大の理解者も俺」

S「enjoy！！」

→色々なことに向いてそう

信じれそうなプランだから勉強をする

→ステータスの楽しさ。見下し

T：負ける勝負はしない

できるかどうか？

同レベルの人の前例

全然！！

就活サークル

自分を信じる

→ギャンブル狂

→選民意識

→利害

信じるために、データを集める。

希望とは…

信じたいものの積み重ねの先が希望

希望の本質は、根拠はないけど信じられる

根拠を求めると、逆に怖くなる。

希望を持とう！といって持てるものじゃない。

フランクリン（アウシュヴィッツ）夜と霧。

→希望を失わなかった人間のみが生き延びた。

→絶望、鬱。→全てを失ったような思いになり絶望する。

→そういう時にも平気でいられる不思議なものが希望。

→それは試練を重ねれば増えるというよりも、

苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を。

→危機の時にこそ希望は大切になってくる。

「夢と希望を持とう！」というのは間違い

希望は、実現されたら希望じゃなくなる。更新されていかねばならない

→信仰

→信頼している。

→信じられない人を信じること。

→盲信だったら問題だけれどもね。

→何も無いときにでも信頼できる。

からかう→笑う

サラはモンスターペアレント

信頼とは逆の方法だった…

その21章と裏返しなのではないか？

土地も絡んでいるのではないか？

→アブラハムは21章で井戸を手に入れる。

→しかも駆け引きコミ。

→信用できるか

不合理なものを受容しなくてはならない。

まっとうな宗教は受容の仕方がある。

キリスト教の場合は「復活」がそれ。

資料#1（一部省略）

テラ

　├アブラハム

　│　├イサク

　│　└イシュマエル

　├ナホル

　│　├ウツ

　│　├ブズ

　│　├ケムエル

　│　├ケセド

　│　├ハゾ

　│　├ピルダシュ

　│　├イドラフ

　│　├ベトエル

　│　│　└リベカ

　│　├テバ

　│　├ガハム

　│　├タハシュ

　│　└マアカ

　├ハラン

　│　└ロト

　└サラ
資料#2

[image: image1.png]ST

zyae ¥
L RZPSY

o syLaL

.
<y
'

2 4 60

[ "



















